
VD54 / VD56 / VD57の使いかた 

※ストップウオッチは、時刻とは別に独立して計測します。 
※ストップウオッチ1/10秒針は最初の1分間のみ運針します。1分以降はストップしたときのみ1/10秒単位を
表示します。 

●ストップウオッチは、時刻とは別に独立して計測します。 
●1/10秒単位の計測ができる60分計です。 

電池を交換した後は、時計内のICメモリー情報とストップウオッチ1/10秒・秒・分針の表示位置が一
致しなくなりますので、次の手順にそって合わせてください。 
また、ストップウオッチが正常に働かないなど異常がみられたときも、同様に行ってください。 

※途中のスタート/ストップは、何回でも繰り返すことができます。 

※時刻合わせの前に、ストップウオッチ1/10秒・秒・分針が0位置（12時位置）に合っているか確認してください。
もし、0位置からずれているときは、「4. ストップウオッチ秒・分針の0位置の合わせかた」をご覧ください。 
※時刻を合わせるときは、必ずストップウオッチを止めてから行ってください。 

1. 各部の名称とはたらき 

4. ストップウオッチ秒・分針の0位置の合わせかた 

3. ストップウオッチの使いかた 

①リュウズを引きます。秒針は止まります。秒針は12時の位置に止めてくだ
さい。 
※リュウズが引き出せない（ねじロック式リュウズ）モデルは、リュウズを左に回し
てねじをゆるめ、リュウズを引くと秒針は止まります。 
※ボタンを押すとストップウオッチ秒針がずれますのでご注意ください。 
　（詳しくは「4. ストップウオッチ秒・分針の0位置の合わせかた」の項を参照く
ださい。） 
 
 
②リュウズを回して針を合わせます。24時針は、時針の動きに合わせて回り
ます。 
　午前／午後に注意して合わせてください。 
※クオーツは機械時計と機構が異なりますので、正確に合わせるためには、分
針を正しい時刻より4～5分進めてから逆に戻し合わせてください。 
 
 
 
③時報と同時にリュウズを押し込みます。 
※ねじロック式リュウズのモデルは、リュウズを押しつけながら右に止まるところ
までねじ込んでください。 
※時刻合わせは、電話の時報サービスTEL.117が便利です。 
 

①リュウズを引きます。秒針は止まります。秒針は12時の位置に止めてくだ
さい。 
※リュウズが引き出せない（ねじロック式リュウズ）モデルは、リュウズを左に回し
てねじをゆるめ、リュウズを引くと秒針は止まります。 
※ボタンを押すとストップウオッチ秒針がずれますのでご注意ください。 
　（詳しくは「4. ストップウオッチ秒・分針の0位置の合わせかた」の項を参照く
ださい。） 
 
 
②リュウズを回して針を合わせます。24時針は、時針の動きに合わせて回り
ます。 
　午前／午後に注意して合わせてください。 
※クオーツは機械時計と機構が異なりますので、正確に合わせるためには、分
針を正しい時刻より4～5分進めてから逆に戻し合わせてください。 
 
 
 
③時報と同時にリュウズを押し込みます。 
※ねじロック式リュウズのモデルは、リュウズを押しつけながら右に止まるところ
までねじ込んでください。 
※時刻合わせは、電話の時報サービスTEL.117が便利です。 
 

①リュウズを引きます。 
　VD57の場合は2段目まで引き出します。 
 
 
 
 
 
 
②ボタン　と　を同時に約2秒間押して、ボタンを離します。 
・ストップウオッチ秒針が左右に回り止まります。 
 
 
 
 
③ボタン　または　を押してストップウオッチ1/10秒・秒・分針を0位
置へ合わせます。 

　●VD54の場合 
・ボタン　を押すごとに、針は左回りに送ります。 
・ボタン　を押すごとに、針は右回りに送ります。 
　●VD56・VD57の場合 
・ボタン　でストップウオッチ1/10秒針を合わせます。 
・ボタン　でストップウオッチ秒・分針を合わせます。 
※ストップウオッチ分針は、ストップウオッチ秒針の動きに合わせて回ります。 
※早送り修正する時は、ボタンを押し続けます。 
 
 

 
④リュウズを回し、時刻を合わせた後、リュウズを押し込みます。 
　（詳しくは「2. 時刻・日付の合わせかた」をご覧ください。） 
 

普通の使いかた　例：100メートル走［ボタンを押す順序：　→　→　］ 

時間計測を積算で行うとき　例：バスケットボール 
 ［ボタンを押す順序：　→　/　─…→　→　］ 

スプリット計測を行うとき　例：5,000メートル走 
 ［ボタンを押す順序：　→　/　─…→　→　］ 

スタート ストップ リセット 

ゴール 0分0秒に戻す 

スタート ストップ スタート リセット 
試合中断 試合再開 

例：5分20秒8 例：20分00秒0 

試合開始 

ストップ 
試合終了 

※途中のスプリット/スプリット解除は、何回でも繰り返す
ことができます。 
※スプリットタイムとは、スタートからある区間までの途中
経過時間を指します。 

スタート リセット 

例：2分50秒 

スタート 

スプリットタイム 

例：15分10秒7 

ストップ 
ゴール 

スプリット スプリット解除 

2. 時刻・日付の合わせかた 

①リュウズを1段引きます。 
※リュウズが引き出せない（ねじロック式リュウズ）モデルは、リュウズを左に回して
ねじをゆるめ、リュウズを1段引きます。 
※この時計のリュウズは2段引くことができます。 
 
 
 
②リュウズを回して前の日の日付に合わせます。 
※午後9時～午前2時までは日付を合わせないでください。 
　この時間帯に日付を合わせますと、翌日になっても日付が変わらないことがあり
ますので、この時間外に針を動かしてから日付を合わせてください。 

 
 
 
③リュウズを2段目まで引き出して今日の日付になるまで回し、針を現在時刻
に合わせます。（午前・午後を間違えないように合わせてください。） 
※秒針は12時の位置に止めてください。 
※ボタンを押すとストップウオッチ秒針がずれますのでご注意ください。（詳しくは
「4. ストップウオッチ秒・分針の0位置の合わせかた」の項を参照ください。） 
※クオーツは機械時計と機構が異なりますので、正確に合わせるためには、分針
を正しい時刻より4～5分進めてから逆に戻し合わせてください。 

 
 
④時報と同時にリュウズを押し込みます。 
※ねじロック式リュウズのモデルは、リュウズを押しつけながら右に止まるところま
でねじ込んでください。 
※時刻合わせは、電話の時報サービスTEL.117が便利です。 
 
●月末の日付修正について 
2月（1カ月が28日、うるう年は29日）と小の月（1カ月が30日）では日付の修正
が必要になります。 
【小の月の翌月1日の朝、日付を修正する場合】 
①「1日」ではなく「31日」が表示されています。 
　リュウズを1段引きます。 
②リュウズを回して日付を「1日」に合わせたのち、リュウズを押し込んでください。 
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